


議案第６０号 

訴えの提起について 

下記のとおり訴えを提起するため、地方自治法（昭和２２年法律第６７

号）第９６条第１項第１２号の規定により議会の議決を求める。 

令和７年１１月１１日提出 

美浜町長 八 谷 充 則 

記 

１ 当事者  原告 美浜町 

代表者 美浜町長 八谷充則 

被告 美浜町在住者 

２ 事件名  強要行為等差止等請求事件 

３ 請求の趣旨 

被告に対し、本町及び本町職員に対して電話等による対応を強要し、

悪口雑言を浴びせること等の差止めを求めるとともに、本町職員が被

告による妨害行為の対応等に要した時間に係る本町職員の給与相当額

等の損害金として金４００万円の支払を求める。 

４ 訴訟の方針 

(1) 弁護士を訴訟代理人と定める。 

(2) 第１審判決の結果必要がある場合は上訴するものとし、被告が

上訴した場合又は反訴した場合は応訴する。 

 

提案理由 

この案を提出するのは、訴えを提起するため必要があるからである。 
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議案第６１号 

美浜町都市公園条例の一部を改正する条例について 

美浜町都市公園条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

令和７年１１月１１日提出 

美浜町長 八 谷 充 則 

提案理由 

この案を提出するのは、都市公園の管理を指定管理に対応させるため、

本条例を改正する必要があるからである。 
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美浜町都市公園条例の一部を改正する条例 

美浜町都市公園条例(平成4年美浜町条例第23号)の一部を次のように改正する。 

 

改正後 改正前 

目次 目次 

第1章 総則(第1条―第2条の3) 第1章 総則(第1条―第2条の3) 

第2章 都市公園の管理(第3条―第14条) 第2章 都市公園の管理(第3条―第14条) 

第3章 雑則(第15条―第23条) 第3章 雑則(第15条―第21条) 

第4章 罰則(第24条―第26条) 第4章 罰則(第22条―第24条) 

附則 附則 

(届出) (届出) 

第15条 次の各号のいずれかに該当する場合においては、当該行為をし

た者は、速やかにその旨を町長に届け出なければならない。 

第15条 次の各号のいずれかに該当する場合においては、当該行為をし

た者は、速やかにその旨を町長に届け出なければならない。 

(1)～(5) 〔略〕 (1)～(5) 〔略〕 

(6) 第11条第1項又は第2項の規定により同条第1項に規定する必要な

措置を命ぜられた者が、命ぜられた工事を完了したとき。 

(6) 前条第1項又は第2項の規定により同条第1項に規定する必要な措

置を命ぜられた者が、命ぜられた工事を完了したとき。 

(指定管理者による管理) 

第21条 町長は、都市公園の管理を、法人その他の団体であって美浜町

公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例(平成17年美浜

町条例第16号)の定めるところにより町長が指定するもの(以下「指定

〔新設〕 
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管理者」という。)に行わせることができる。 

2 前項の規定により指定管理者に管理を行わせる場合に当該指定管理

者が行う業務は、次に掲げるものとする。 

(1) 都市公園の維持管理及び運営に関する業務 

(2) 第3条第1項各号に掲げる許可に関する業務 

(3) 有料公園施設の利用に係る料金(以下「利用料金」という。)に関

する業務 

(4) 第11条に規定する監督処分に関する業務 

(5) 前各号に掲げるもののほか、町長が必要と認める業務 

3 第1項の規定により指定管理者に管理を行わせる場合において、第2条

第3項中「美浜町」とあるのは「指定管理者」と、第3条、第7条及び第

11条中「町長」とあるものは「指定管理者」と読み替えるものとする。 

4 第1項の規定により指定管理者に管理を行わせる場合において、当該

指定管理者が都市公園の管理を行うこととされた期間前にされた第3

条第1項又は第3項(前項の規定により読み替えて適用される場合を含

む。)の規定による許可の申請は、当該指定管理者にされた許可の申請

とみなす。 

5 第1項の規定により指定管理者に管理を行わせる場合において、当該

指定管理者が都市公園の管理を行うこととされた期間前にされた第3

条第1項又は第3項(第3項の規定により読み替えて適用される場合を含

む。)の規定による許可を受けた者は、当該指定管理者の利用の許可を

受けた者とみなす。 

(利用料金) 〔新設〕 
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第22条 第10条の規定にかかわらず、前条第1項の規定により都市公園の

管理を指定管理者に行わせる場合は、有料公園施設の利用者は、利用

料金を納めなければならない。 

2 前条第1項の規定により都市公園の管理を指定管理者に行わせる場合

において、町長は、適当と認めるときは、指定管理者に利用料金を当

該指定管理者の収入として収受させることができる。 

3 利用料金の額は、第10条の規定による使用料の額の範囲内において、

指定管理者が町長の承認を得て定める額とする。その額を変更する場

合も、同様とする。 

4 指定管理者は、前項の規定により承認を得たときは、その旨及び利用

料金の額を公表しなければならない。 

5 指定管理者は、あらかじめ町長の承認を得て定めた基準により、利用

料金の減免又は還付をすることができる。 

(委任) (委任) 

第23条 〔略〕 第21条 〔略〕 

(過料) (過料) 

第24条 〔略〕 第22条 〔略〕 

第25条 〔略〕 第23条 〔略〕 

第26条 〔略〕 第24条 〔略〕 

別表第3(第10条関係) 別表第3(第10条関係) 

都市公園の使用料 都市公園の使用料 

区分 単位 金額 区分 単位 金額 
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公園施設を設

置又は管理す

る場合 

屋外 1平方メート

ル 

1月につき 

1,010円 

屋内 1,520円 

自動販売機 1台 

1月につき 

販売額に100

分の15を乗じ

て得た額 

都市公園を占

用する場合 

電柱、変圧塔その他これらに

類するものの設置 

美浜町道路占用料条例(昭和

54年美浜町条例第33号)別表

の単位及び占用料 水道管等その他これらに類

する地下埋設物の設置 

都市公園を使

用する場合 

物品販売、募金その他これら

に類する行為、業としての写

真又は映画の撮影、興行、競

技会、展示会、集会その他こ

れらに類する行為のため設

けられる工作物類 

1平方メート

ル 

1日につき 

25円 

競技会、展示会、集会その他

これらに類する行為のため

都市公園の全部又は一部を

独占する行為 

1平方メート

ル 

1日につき 

5円 

業としての写真又は映画の

撮影 

1人 

1日につき 

60円 

移動販売車による行商、出店1台1日につき 500円 

公園施設を設

置又は管理す

る場合 

屋外 1平方メート

ル 

1月につき 

1,010円 

屋内 1,520円 

自動販売機 1台 

1月につき 

販売額に100

分の15を乗じ

て得た額 

都市公園を占

用する場合 

電柱、変圧塔その他これらに

類するものの設置 

美浜町道路占用料条例(昭和

54年美浜町条例第33号)別表

の単位及び占用料 水道管等その他これらに類

する地下埋設物の設置 

都市公園を使

用する場合 

物品販売、募金その他これら

に類する行為、業としての写

真又は映画の撮影、興行、競

技会、展示会、集会その他こ

れらに類する行為のため設

けられる工作物類 

1平方メート

ル 

1日につき 

25円 

競技会、展示会、集会その他

これらに類する行為のため

都市公園の全部又は一部を

独占する行為 

1平方メート

ル 

1日につき 

5円 

業としての写真又は映画の

撮影 

1人 

1日につき 

60円 

移動販売車による行商、出店1台1日につき 500円 
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その他これらに類する行為 
 

その他これらに類する行為 
 

備考 備考 

1 1単位未満の端数は1単位として取り扱う。ただし、年を期間とし

て定められている場合において、都市公園の使用日数に端数が生

じた場合の使用料の額は、その単位に係る金額に12分の当該使用

月数(1月未満については1月とする。)を乗じた額とする。 

1 1単位未満の端数は1単位として取り扱う。ただし、年を期間とし

て定められている場合において、都市公園の使用日数に端数が生

じた場合の使用料の額は、その単位に係る金額に12分の当該使用

月数(1月未満については1月とする。)を乗じた額とする。 

2 使用料の額に1円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる

ものとする。 

2 使用料の額に1円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる

ものとする。 

3 電気通信業務の用に供する電話柱等を設置する場合は、この表に

定める使用料にかかわらず、電気通信事業法施行令(昭和60年政令

第75号)別表第1の額による。この場合において、各年度における

許可の期間が1年未満であるとき、又はその期間に1年未満の端数

があるときは、1年として計算するものとする。 

 

 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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